
広報 奥出雲13 広報 奥出雲 12

▲三成本町通りに行燈が風情よく飾られます。

第
３
回
短
歌
で
詠
む
﹁
恋
い
う
た
﹂
大
募
集

※奥出雲町長職務代理者について
　井上勝博町長の体調不良により、次のと
おり奥出雲町長職務代理者を定めましたの
でお知らせします。

【職務代理者】
　奥出雲町副町長　勝田　康則
【職務を代理する期間】
　平成26年４月14日から当分の間

※阿井公民館長の交代について
　５月１日付けで阿井公民館の館長が交代
となりましたのでお知らせします。

　新館長　郷原　喜美子

〈お知らせ〉

税
金
・
使
用
料
な
ど
公
共
料
金
の

  

5
月
分
の
口
座
振
替
は

    

6
月
2
日（
月
）で
す
。

『親の家を片づける実践ハンドブック』　       　
　                                                  主婦の友社
『村岡花子と赤毛のアンの世界』           村岡　恵理
『山菜採りの教科書』             　　　　    大海　淳
『ソナチネ』 　                       　  小池　真理子
『刑事の約束』　   　　 　　　　薬丸　岳
『こどもたちへ』 　　　　　 　　　まど　みちお
『ごたっ子の田んぼ』                                西村　豊

『ニッポンの長寿食』   　　　　　　　  栗原　毅
  『大人のアクセサリーバイブル』　　　　  石田　純子
  『そだてば』       　　       　　　　鈴木　のりたけ
 『新しいおとな』 　　　         　　　　 石井　桃子
『仮面同窓会』                          　　雫井　脩介
『師父の遺言』    　       　　　　　 松井　今朝子
『ひそひそ森の妖怪』　         　　　   富安　陽子  

新着図書案内新着図書案内新着図書案内

6月の休室日
日曜、月曜、27日（金・月末休室）

カルプラ仁多図書室 横田コミセン図書室

今月のピックアップ今月のピックアップ
『村上海賊の娘』　和田竜∥著　出版社：新潮社
　和睦が崩れ、信長に攻められる大坂本願寺。毛利は海路からの支援を乞われるが、成否は「海賊王」と
呼ばれた村上武吉の帰趨にかかっていた。折しも、娘の景は上乗りで難波へむかう。家の存続を占って寝
返りも辞さない緊張の続くなか、度肝を抜く戦いの幕が切って落とされる！　第一次木津川合戦の史実に
基づく一大巨篇。2014年本屋大賞受賞作。（出版社紹介より記載）

〜
口
座
振
替
の
お
知
ら
せ
〜

今
回
の
振
替
は
次
の
十
五
項

目
で
す
。

　

○
固
定
資
産
税（
第
１
期
）

　

○
国
民
健
康
保
険
税

　
　
　
　
　
　
　
（
第
2
期
）

　

○
情
報
通
信
使
用
料

　

○
簡
易
水
道
使
用
料

　

○
下
水
道
使
用
料

　

○
保
育
所
保
育
料

　

○
幼
稚
園
保
育
料

　

○
幼
稚
園
預
か
り
保
育
料

　

○
住
宅
使
用
料

　

○
住
宅
駐
車
場
使
用
料

　

○
住
宅
共
益
費

　

○
老
人
ホ
ー
ム
入
所
費
用
等

　
　

徴
収
金

　

○
訪
問
看
護
利
用
料

　

○
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料

　

○
介
護
老
人
保
健
施
設
利
用
料

＊
納
税
通
知
書
等
で
金
額
を
ご
確
認

　
い
た
だ
き
今
一
度
通
帳
残
高
を
お

　
確
か
め
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

　
い
い
た
し
ま
す
。

下
水
道
使
用
料
金

（
公
共・農
集・合
併
）に
つ
い
て

◎
使
用
人
数
の
変
更
（
転
入
・

転
出
・
出
生
・
死
亡
）
が
あ
っ

た
場
合
は
、
速
や
か
に
役
場
水

道
課
へ
届
出
を
提
出
し
て
下
さ

い
。
使
用
人
数
に
よ
っ
て
使
用

料
金
が
変
わ
り
ま
す
。

6月の休室日
月曜、27日（金・月末休室）

　

不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
･
ニ
ー
ト
・

家
庭
内
暴
力
・
摂
食
障
害
な
ど
の
子
ど

も
の
問
題
や
、
子
育
て
で
お
悩
み
の

方
、
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
一
緒
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

子
ど
も
の
問
題
に
関
心
の
あ
る
方
、

こ
れ
か
ら
お
母
さ
ん
に
な
る
方
、
教
育

関
係
の
方
々
な
ど
多
く
の
方
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
日
　
時
】

　

６
月
８
日
（
日
）

　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４
時
15
分

【
場
　
所
】

　

島
根
県
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
「
グ
ラ

　

ン
ト
ワ
」
い
わ
み
芸
術
劇
場
（
益
田

　

市
）

【
内
　
容
】

　

第
１
部　

体
験
談
と
質
疑
応
答　

　

第
２
部　

自
律
訓
練
法
と
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

【
講
　
師
】
金
盛
浦
子
（
東
京
心
理
教

　

育
研
究
所
所
長
・
臨
床
心
理
士
）

【
定
　
員
】
３
０
０
人
（
申
込
み
制
）

【
保
　
育
】
あ
り
（
要
申
込
み
）

【
参
加
費
】
無
料

【
申
込
方
法
】
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
「
恋
い
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
短
歌

（
五
・
七
・五
・
七
・
七
）を
募
集
し
て
い
ま

す
。
淡
い「
恋
い
」、切
な
い「
恋
い
」、

情
熱
的
な「
恋
い
」な
ど
あ
な
た
の
想

い
を
短
歌
に
託
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
応
募
方
法
】

・
奥
出
雲
観
光
文
化
協
会
公
式
サ
イ
ト

「
奥
出
雲
ご
こ
ち
」
の
応
募
フ
ォ
ー

ム
、
ま
た
は
奥
出
雲
観
光
文
化
協
会

宛
に
ハ
ガ
キ
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

・
作
品
と
筆
名
（
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
）
の

ほ
か
、
名
前
、
住
所
、
連
絡
先
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
記
載
し
て
く
だ

さ
い

・
一
人
二
首
ま
で
応
募
可
能
で
、
未
発

表
作
品
に
限
り
ま
す
。

【
賞
・
展
示
先
】

　

入
賞
作
品
三
十
三
首
は
、
行
燈
に
貼

り
「
三
成
え
び
す
祭
り
」
「
三
成
愛
宕

祭
り
」
な
ど
に
展
示
し
ま
す
。
そ
の
他

の
作
品
は
冊
子
に
し
て
各
祭
り
に
設
置

し
ま
す
。

　

ま
た
、
グ
ラ
ン
プ
リ
な
ど
各
賞
に
選

ば
れ
た
方
に
は
賞
品
が
あ
り
ま
す
。

【
締
め
切
り
】

　

平
成
26
年
６
月
10
日

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

奥
出
雲
観
光
文
化
協
会

　

（
奥
出
雲
町
三
成
三
五
八
番
地
一
）

　

有
線
（
３
１
）
５
２
６
６

　

電
話
（
５
４
）
２
２
６
０

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】　

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｓ
Ｅ
Ｐ
Ｙ
（
セ
ピ
ィ
）

　

倶
楽
部

　

☎
０
３
|
３
９
４
２
|
５
０
０
６

　

（
月
〜
土
曜
10
時
30
分
〜
15
時
）

　

Fax
０
３
|
５
９
４
０
|
４
０
３
０

　

縄
文
時
代
の
巨
木
の
森
を
展
示
す

る
三
瓶
小
豆
原
埋
没
林
公
園
で
は
、

市
町
村
別
無
料
キ
ャ
ペ
ー
ン
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

奥
出
雲
町
に
お
住
ま
い
の
方
は
、

６
月
と
９
月
に
同
施
設
の
入
館
料
が

無
料
に
な
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
世

界
的
に
貴
重
な
太
古
の
森
の
迫
力
を

ご
体
験
下
さ
い
。

　

利
用
の
際
は
運
転
免
許
証
な
ど
住

所
の
わ
か
る
物
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

三
瓶
小
豆
原
埋
没
林
公
園

　

電
話
：
０
８
５
４（
８
６
）９
５
０
０

三
瓶
小
豆
原
埋
没
林
公
園

市
町
村
別
無
料
キ
�
ン
ペ
�
ン

お
母
さ
ん
幸
せ
で
す
か

第
32
回「
全
国
親
の
会
」

神
々
の
国
島
根･

益
田
大
会

第
32
回「
全
国
親
の
会
」

神
々
の
国
島
根･

益
田
大
会

６
月
と
９
月
の
入
館
料
が
無
料

雲南警察署からのお知らせ
　６月１日（日）から雲南警察署の代表
番号が（０８５４）４５－０１１０に変
わります。
　なお、現在の電話番号（４５－９１１０）
は変更後も利用できますが、つながりに
くくなることがありますのでご注意くだ
さい。
【お問い合わせ先】雲南警察署
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で
詠
む
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恋
い
う
た
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大
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あ
ん
ど
ん


